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プロフィール：
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ション統括担当、NTTドコモベンチャーズ社長（スター
トアップ投資部門）、株式会社みらい翻訳社長をそれぞ
れ務める。大阪大学教育学習支援センター招聘教授、
工学博士。



ソフトウェア化の波に襲われる
 IT 業界

「ソフトウェア化」で変わる製品・
サービスの開発工程

Feature

インタビュー　｜　株式会社 NTTドコモ　執行役員　栄藤 稔 氏

第1回では、NTTドコモで執行役員を務める栄藤稔氏へのインタビューをもとに、「ソフトウェア化」によっ
て製品やサービスをソフトウェアがコントロールする状態になることで、単にソフトウェアの重要性が増
すということに留まらず、業界のエコシステムやバリューチェーンの再編が進むなど、産業のさまざまな
シーンに影響が出始めていることを見てきました。
第 2 回の本稿ではさらに、「ソフトウェア化」による IT 分野へのより直接的な影響について、栄藤稔氏
へのインタビューを通じて迫っていきます。

——「ソフトウェア化」でI T 業 界の開発プロセス
にも変化がありそうですが、実際にどのような変
化が起こっていますか？

栄藤  開発のアプローチが自社に閉じず、社外から
調達したソフトウェアや機器と自社開発のものとを
連 携させることにより開発の最 適化を図ることが
必要になっています。

　例えばコンピュータリソースについて、従来のよ
うにデータセンターで調達する場合、ネットワーク、
サーバー、データベース、ウェブ技術 者などを自前
で準備しなければならず、負担が大きい上に２か月
以上の期間を見込む必要があったところ、パブリッ
ククラウドを用いれば、早ければ１分そこそこでコン
ピュータリソースを調達でき、さらにフルスタックエ

ンジニア
1

によって一気通貫で開発 運 用を行うこと
ができるようになります。

　ソフトウェアについても、社内外に既にあるシス
テムを応用して新たな製 品を開 発する場 合には、
システムの中核的な部分は既存のソフトウェアをコ
ピーするだけで済むことになります。同様に、クラウ
ド環境自体の構成についても、新たに全てを構築
する必要はなく、コピーするだけで運用を開始でき
るようになります。

——ソフトウェア化の流れの中で、クラウドでの開発が
重視されてきています。ソフトウェア化でクラウド利用
が進むのはどのような理由からでしょうか？

1. 通常はそれぞれに専門の技術者がいて分業されるような複数の技術分野
についての知識や技能に精通し、システム全体について一人で開発や運用を
行なうことができる技術者。

「ソフトウェア化」とクラウド
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栄藤 ソフトウェア化の結果、「プログラミングできる
データセンター」や「データセンターをコピーする」
といった発想が生まれています。従来のデータセン
ター利用は、ハードウェアを準備して、システムを構
築するなど、多様で巨大な投資を必要としていまし
たが、クラウドコンピューティングを活用すれば、プ
ログラムのコードをクラウドにコピーして社外のコ
ンピュータリソースで走らせることができ、あたかも
データセンターをプログラムのコピー操作で構築し
ているような形になります。

　このようなデータセンターの活用は各所で広がっ
ており、NTT ドコモが提供するスマートフォンアプ
リ「しゃべってコンシェル」もクラウドネイティブ

2

の
製品です。ほかにも、クラウドとオ

3

ンプレミスを併
せて用いたデータ分析基盤の活用や、クラウドをシ
ンプルに Web サーバーとして利用するといった形
態が見られます。

——クラウドに関する具体的な開発例はありますか？

栄藤  クラウド導入をさらに容易化するべくNTTド
コモが開発したのが、「ドコモ・クラウドパッケージ」
です。これは、アマゾンのクラウドサービスである
AWS（Amazon Web Serv ices）上 で 使 用 する
セキュリティソリューションです。

　 もともとAWS には 独自の セキュリティ機 能 が
組み込まれており、リソースへのアクセスを管理す
る「I

4
AM ロール 」があり、一 時 的 な ト

5
ークン を活

用するといったセキュリティ対 策を取ることができ
ます。ほかにも、AWS A

6
PI の呼び出しを記 録する

「C
7

loudTra i l」により、操作の履歴を保存すること

2. システムが最初からクラウド上で動作することを前提に構築されている
こと。
3. サーバー等の設備を利用者自身が管理する敷地や環境内に導入・設置し
て運用すること。
4. ロールを引き受けることで一時的に AWS 上のリソースへのアクセスが
可能で短時間のみ有効なセキュリティ認証情報（トークン）を取得できる。

ができ、ログの管理・分析を行うことができます。

　一方で「ドコモ・クラウドパッケージ」は、AWS の
セキュリティ機 能を有 効的に活 用し、経 済産 業 省
が公開している「クラウドサービス利用のための情
報 セキュリティマネジメントガイドライン2013 年
度 版」に準拠するシステムを構築するノウハウを展
開しています。具体的には、ガイドラインが求めるア
クセス制御ポリシー、ログの収集・保管、ルーティン
グ、ファイアウォールといった各種の要 件に対して
活用できるAWS のセキュリティ機能とその設定内
容に加え、設定内容を含むAWS システムを構築す
るためのテンプレートを提供しています。

　

—— ソフトウェア化がIT 業界に与える影響につい
て、どのようにお考えですか？

栄藤 「ソフトウェア化」は歴史的な変化と言うこと
ができ、15 世紀にドイツで起こった世界史的変化
である「活版印刷」になぞらえることができます。ド
イツで活版印刷技術が開発されたことにより、聖書
の大量生産が可能となり、その後、ドイツ語の統一
を含む文化的な影響にまで広がりを見せました。そ
して、20 世紀後半にはIT 革命がおこり、コンピュー
タ処理による劇的な効率化が実現しました。

　 ソフトウェア化は、こうした 歴 史 的に大きな構

「ソフトウェア化」が与える
根源的な影響

5. 数分から数時間のような短い期間のみ有効なセキュリティ認証情報。有
効なトークンを持つユーザーに対し、AWS 上のリソースへのアクセス権限が
与えられる。
6. Application Programming Interface。AWS の機能をプログラムか
ら呼び出して利用するための手順やデータ形式を定めた規約。
7. 利用している AWS アカウントでの AWS API に対する呼び出しを記録し、
ログファイルを保存するサービス。

6 |　VeriserveNavigation　|
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造 的 変化に匹 敵します。将 来は「21 世 紀 初 頭に、
GitH

8
ub でコードがシェアされるようになり、アマ

ゾンのAWS Cloud F
9

ormat ion と組み合わせな
がら、さまざまなソフトウェアやサービスが生み出
された」などと語られるようになるかもしれません。
ソフトウェア化は、それだけ大きな影響を及ぼす可
能性を持っている動きだと言えます。

——ソフトウェア化によって生まれる新たな IT 製品開発
トレンドは、どのようなものでしょうか？

「ソフトウェア化」後の IT 製品やサービスの開発では、
クラウド基盤などを使い、小さな規模からの開発が非常
に容易にできるようになりました。かつては大企業やハー

ドウェアメーカーしか持ちえなかった、セキュリティやデー
タマイニングといった高度な技術やノウハウを、普通のス
タートアップが活用できるような時代になったということを
意味します。言い換えれば「ソフトウェア開発の民主化」
だと言えるでしょう。

「ソフトウェア化」は、産業界の文明開化と言うこともでき
ます。ソフトウェア化後の産業界においては、これまでの
常識は非常識になります。次に来る時代での新しい技術
を使いこなすためには、多くの企業で組織文化の変革が
必要になってくるとみています。

-----
ソフトウェア化がもたらした変化、そして将来起こるであ
ろう変革について、貴重なお話を伺うことができました。

本日はご多用の中、誠にありがとうございました。

ソフトウェア化の波に襲われるIT 業界

8. ソフトウェアのソースコードを公開・共有する機能や SNS 機能を持つ、
ソフトウェア開発プロジェクトのための共有ウェブサービス。2015 年時
点で 900 万人が参加するコミュニティにまで成長しているとされる。
9. AWS 上での開発や本運用に必要な一連の AWS リソースの構築手順を
テンプレート化し、利用環境の構築を自動化するサービス。
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「安全設計」を、原子力発電 に例えて
分かりやすく解説するシリーズ
第 3 回：   核分裂の連鎖と
         原子力発電の仕組み

東日本第三事業部
東 弘之

Series

安全設計の紹介の第三回になります。引き続き御付き
合いいただければと思います。

■コラムの流れ
前回のコラムでは、3．についてお話ししました。今回は4．
と 5．になります。

1．E=mc2（質量はエネルギーと等価）
2．放射線と放射能
3．核分裂反応
4．核分裂の連鎖
5．原子力発電の仕組み
6．原子力発電の安全設計
7．安全設計の概念
8．原子力事故は何故防げなかったのか
9．安全なシステムを作るために

■ 4．核分裂の連鎖
前回、核分裂反応について説明しました。お忘れだと
思いますので、簡単に説明します。ウラン 235 に中性子
を当てると、ウラン 236 複合核と呼ばれる非常に不安
定な状態になり、2 個（稀に 3 個）の原子核と、2、3
個の中性子に分裂します（図 1） 。これを核分裂反応と
呼ぶのですが、この反応によって核子間の結合エネル
ギーが解放され、大きなエネルギーを放出します。原子
力発電所では原子炉内でこの反応を次 と々起こし、これ
らの反応で生まれたエネルギーを取り出しています。

核分裂を次 と々起こすためには、核分裂の引き金となる
中性子も多く必要です。その中性子はどのようにして産

み出せば良いのでしょうか。勘の良い方ならお分かりか
と思いますが、上記の赤字の部分にそのヒントがありま
す。

４－１．核分裂連鎖反応
核分裂の連鎖を予見したのはレオ・シラードで、1933
年のことです。前年の 1932 年にチャドウィックが中性
子を発見したのですが、この中性子が電荷を持たないこ
とにシラードは着目しました。電荷の無い中性子は、比
較的容易に原子核と衝突することができます。そして、
衝突によってエネルギーを放出する何らかの反応が起こ
り、同時に幾つかの中性子がもし産まれれば、反応を
連鎖的に起こすことができ、大きなエネルギーを得るこ
とができるのではないかと考えました。

このシラードの予見は当たっていました。1938 年にオッ
トー・ハーンらがウランの核分裂反応を発見し、1939
年にシラードやエンリコ・フェルミらが核分裂を連鎖さ
せることに成功しました。冒頭でも述べたように、核分
裂によって、2、3 個の中性子が産まれます。それら中
性子を別のウランに当ててやれば良いのです。ウラン元
素を1 箇所に集めておき、中性子を幾つか与えてやれば、
図 2 のように、次 と々核分裂が起こります。

図 1 　核分裂の仕組み
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Hiroyuki Azuma

Series

さて、原子炉内では、暴走しないように核分裂反応の
度合いを制御せねばなりません。核分裂で発生する中
性子は、平均で約 2.4 個です。それらが全て次の核分
裂に使われたなら、核分裂数が時間と共にどんどん増
え、暴走してしまいます。核分裂で発生する中性子のう
ち1 個が次の核分裂で使われ、残りの約 1.4 個は核分
裂以外で使われる（例えばウラン 238 や制御棒による
吸収）状態だと、核分裂数を一定に保つことができます。
核分裂数が一定の状態で続くことを「臨界」と呼びます。
原子力発電所の定常運転時は、臨界を保つように核分
裂反応を制御装置でコントロールします。

４－２．核分裂連鎖の条件
核分裂を引き起こす中性子は、どんな中性子でも良い
訳ではなく、条件があります。図 3 は、ウラン 235 にぶ
つけてやる中性子のエネルギーと核分裂のしやすさを示
した両対数グラフです。縦軸の「断面積」とは、反応の
しやすさを表しており、核分裂のしやすさはグラフ中の
緑色の線で示されています。このグラフから、中性子の
エネルギーが低いほど核分裂反応が起こりやすいこと
が分かります。核分裂後に産まれる中性子はエネルギー
が高く、次の核分裂を引き起こすためには、産まれた中

性子のエネルギーを下げてやる（中性子の速度を落とし
てやる）必要があります。原子炉内では、中性子の速
度を落としてやる工夫がなされています。

４－３．中性子の減速材
原子炉内では、中性子のエネルギー（すなわち速度）
をどのように落としているのでしょうか。これを考えるに
あたり、ある物体が他の物体に当たったときにどのよう
な動きをするかを考えてみたいと思います（弾性散乱）。
図 4 をご覧ください。A は自身とほぼ同じ重さの物体に、
B は自身よりかなり重い物体に衝突したときの動きを示
したものです。A のケースでは、相手にエネルギーを与
える代わりに、自分自身のエネルギーは減少します。正
面衝突したビリヤードの手玉は、衝突後にピタッと静止
するイメージです。しかし、B のケースでは、相手に弾
かれ、余り速度が落ちません。A のケースのように、中
性子をほぼ同じ重さの物体に当ててやることで、効率的
に速度を落とすことができます。

中性子と同じような重さの物体に水素原子核がありま
す。水素原子核は陽子１つのみで構成されており、中性
子と重さはほぼ同じです。水素原子（H）は、2 章（初
回の報告）で示したように、水（H2O）に大量に含まれ
ます。このことから、日本の原子力発電所の多くは、水
を中性子の減速材として用いています。

■ 5．原子力発電の仕組み
本章では、原子力発電の仕組みを、日本の代表的な 2
つの原子炉に絞って紹介します。日本の商業用原子炉（研
究用や実証用でなく売電のために動かしている炉）は大
きく次の 2 種類があります。

図 2  核分裂の連鎖イメージ

図 3 　ウラン 235 の反応断面積（微視的）
（出典 : 一般財団法人高度情報科学技術研究機構）

図 4　物体の衝突時の挙動
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●沸騰水型軽水炉（BWR）
沸騰水型軽水炉の概略を図 5 に示します。ウラン燃料
は、図中の原子炉圧力容器内にある赤塗りの長方形で
示されています。このウラン燃料の核分裂反応によって
発生した熱エネルギーで、炉内の水を沸騰させます。沸
騰すると蒸気になり、その蒸気でタービンを回して発電
します。その後、蒸気は復水器で冷やされ、水に戻ります。
そして炉内に再びポンプで送られます。この水は、冷却
材の役割（燃料の熱を奪って運ぶ役目）と同時に、減
速材の役割（核分裂で発生した中性子の速度を落とす
役目）も果たしています。

●加圧水型軽水炉（PWR）
加圧水型軽水炉の概略を図 6 に示します。ウラン燃料
の核分裂反応によって得たエネルギーで炉内の水（一次
冷却水）を高温にさせますが、PWR の場合は沸騰しな
いように加圧器で圧力をかけています。水に圧力をかけ
ると、100℃を超えても沸騰しません。その高熱を使い、
蒸気発生器で二次冷却水を沸騰させ、その蒸気でター
ビンを回します。一次冷却水は、BWR と同様に、冷却
材と減速材の 2 つの役割を果たします。

BWR は東京電力や東北電力が採用し、
PWR は関西電力や九州電力が採用してい
ます。BWR と PWR はそれぞれメリットと
デメリットがありますが、ここでは割愛しま
す。日本の商業用原子炉では紹介したよう
に複数の型の原子炉がありますが、いずれ
も水を冷却材兼減速材として用いています。

■あとがき

連載第三回目は、核分裂の連鎖反応と日
本で採用されている原子炉について説明し
ました。これまでの説明で、おおよその原
子炉内部の反応や原子炉の作りについて知
ることができたと思います。原子炉の減速
材に水を用いることは、実は安全設計のひ
とつだったりします。次回は原子炉の安全
設計について述べようと思います。

図 5 　沸騰水型軽水炉（出典 : 四国電力）

図 6 　加圧水型軽水炉（出典 : 四国電力）

ぷちコラム　高速増殖炉

日本の商業用原子炉は、中性子の速度を落として核分裂反応を連鎖させる
と述べました。このような炉を熱中性子炉と呼びます。（速度の遅い中性子
を熱中性子と呼びます。）５章で示した BWR や PWR は熱中性子炉に分類
されます。一方、中性子の速度を落とさずに高速の中性子を核分裂反応に
用いる炉もあり、これを高速中性子炉と呼びます。また、消費する核燃料
よりも多い核燃料を同時に作り出す炉もあり、これを増殖炉と呼びます。
これら２つを兼ね備えた炉を高速増殖炉（FBR）と呼び、日本では「常陽」（実
験炉）や「もんじゅ」（原型炉：発電用ではなく性能確認用の炉）があります。

高速中性子を用いる理由は 2 つあります。一つは、核燃料がウランのみで
はなく、プルトニウム 239 が多く混ざっていることが理由です。プルトニ
ウム 239 は高速中性子で核分裂すると、多くの中性子を産み出します。も
う一つは、核燃料中のウラン 238 は、高速中性子を吸収しやすいことが
理由です。ウラン 238 は中性子を吸収することで、燃えるプルトニウム
239、すなわち核燃料になります。FBR では、燃えないウラン 238 を積極
的にプルトニウム 239 に転換し、核燃料の有効利用を図った炉です。

高速中性子炉では、炉内で中性子の速度を落とさないよう、冷却材に水を
用いません。もんじゅの場合は液体ナトリウムを用いています。ただ、ナ
トリウムは水や空気と反応して燃えるために取り扱いが難しく、過去にも
んじゅはナトリウム漏洩事故を起こし、問題となりました。
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技術統括　佐々木 方規品質の真実
品質の真実

システム／ソフトウェア製品品質の
「セキュリティ/ 保守性 / 移植性」
「システム／ソフトウェア製品品質」を説明します。今回は、
セキュリティ/ 保守性 / 移植性です。ISO9126 からの
変更は、セキュリティが主特性として独立したこと、保
守性の副特性でモジュール性と再利用性が、移植性の
副特性で順応性が変更されています。各々の概要は、「表．
システム／ソフトウェアの品質特性（その 3）セキュリティ
/ 保守性 / 移植性」を参照してください。

セキュリティの品質特性は、ISO9126 の機能性の副特
性から主特性として変更されました。これは適切な機能
として存在するだけでなく、システム / ソフトウェアにとっ
て、セキュリティを満足させる必要が重要であると考えら
れます。この品質特性は、不正なアクセスの防止と証跡
が観点です。

筆者はセキュリティの品質と考えるとき、外部要件と内
部要件で考えるようにしています。システムとして正当な
権限を守ることが内部要件で、守るべき対象を外部要
件としています。特に品質特性で定義されていることで
はないのですが、経験からテスト要求を抽出する場合に
利用しています。情報システムなど特定の人が利用する
ものは、利用者の IDとパスワードで利用権限を設けら
れています。しかし、組込み製品など、不特定多数の
利用者が存在するものは、利用権限としてセキュリティ
要件が欠落する場合が多くあります。家庭内での家電
製品、例えば冷蔵庫などは鍵がついているものはあまり
見かけません。これはセキュリティに守られた屋内で利
用し、利用者を暗黙的に特定しているためと考えます。
しかしネットワークで外部接続されたり、利便性をあげ
るため庫内の情報を管理することになると環境条件が変
わります。テストの場合は、製品やシステム仕様で定義
されているセキュリティ要件だけでなく、システムがおか
れる環境条件なども観点として利用するので、このよう
な発想をしています。

次に、最近のソフトウェアに求められる短納期での開発
において、保守性や移植性は重要な品質となっています。
例として、アジャイル開発や保守開発では、品質を保ち

つつ短い工期で要求に対応します。筆者も ISO9126 を
最初に読んだときに、“これは開発に求められる品質特
性 ”としてあまり注視していませんでした。しかし、ア
ジャイルなどイテレート開発では、開発と検証が短いサ
イクルで繰り返して行われるために、短時間に要件が満
たされていることを確認する検証が要求されます。これ
らの要求に対する1 つの対応としてテスト自動化の取組
みが進められています。しかしテスト自動化に求められ
るのは、単にキャプチャ＆リプレイでテスト操作の自動化

（省力化）では無く、 開発する前に要求を満足するゴー
ル（基準）を設計する“ テスト駆動開発（TDD）”と組
み合わされることが必須となっています。これらを実現
するために、テスト自動化設計段階で、保守性 / 移植
性以外の他の品質特性と内部 / 外部仕様を組み合わせ
ることで、保守性 / 移植性の副特性を満足させます。さ
らに将来的には、“System　of　systems“ や IoT/IoE
などにより、不特定のシステムとの結合が当たり前になっ
たとき、要件として ” モジュール性 ” や “ 解析性 ”、“ 順
応性 ” などシステムが柔軟であることが求められ、これ
らの要件を検証が必要となってきます。

これから品質特性が品質を測る基準（観点）としてだけ
でなく、要件として品質特性を満足する“ 機能（振る舞
い）” が仕様として組み込まれる可能性もあります。

次号からは、テストアーキテクチャ設計やテスト設計へ
の適用方法を説明いたします。

表．システム／ソフトウェアの品質特性（その 3）
セキュリティ/ 保守性 / 移植性
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JaSST'15 Kyusyu
マーケティング部
竹原　正人

　 ＪａＳＳＴ2015 -2016 年 度 のスタートとな
るＪａＳＳＴ’ １５ Ｋｙｕｓｈｕ（主催：Ｋｙｕｓｈ
ｕ実 行 委 員 会 ）が、2015 年10 月9 日（ 金 ）、富
士 通 九州Ｒ＆Ｄセンターにて開 催されました。

開 催された主 な セッション をご 紹 介 しま す。

　 最 初 に行 われ たモーニング ワークショップ で
は、プ ログラムや 予 稿 集 を 読 み 、本 日 行 わ れ る
各 セッションで 各自が 得たいことを書き出し、参
加 者 同 士 で 共 有しました。参 加 者 に 得 るもの が
多 いシンポジウムにしたいという実 行 委 員 会 の
想いを感じました。

　 基 調 講 演 で は、ＨＡＳＨコン サル ティング 社
の 徳 丸 浩 氏 が「 ソフトウェア テストとしての 脆
弱 性 診 断と開 発プ ロセスの 継 続 的 改 善」という
テ ーマで 実 務 に 直 結した内 容 の 講 演となり、参
加 者 から多くの 質 問 が 行 われました。

　 午 後 の 事 例 発 表 で は、九 州ソフトウェアテス
ト勉 強 会 の 参 加 メンバーを中 心 に、開 発 者とテ
ストエンジニアの良 好な 関 係 作りや 元 開 発 エン
ジニアのテスト対 する関 心など、身 近な 経 験をも

とに３件 の 発 表 が 行 わ れ 参 加 者 の 共 感 を 得て
いました。

　 スポン サ ー セッション で は、ＪＳＴＱＢ（ 日 本
におけるソフトウェアテスト技 術 者 資 格 認 定 の
運 営 組 織 ）の 町 田 欣 史 氏より、活 動 内 容ととも
にI S T Q B  パ ートナ ープ ログラム が 紹 介 され 、
当 社 が 国 内 で 最 初 の  P l a t i n u m  P a r t n e r  と
して認 定されたことが 報 告されました。

　クロージングセッションでは、実 行委員会 委員
長である 福 田 里 奈 氏より、重 要 性 が 増 すソフト
ウェアテストの 取り組 み 推 進と次 回 に向 け たご
挨 拶 がありました。

　 福 田 氏との 意 見 交 換 では、福 岡 で 他 のソフト
ウェアテスト専 門 事 業 者 が 進 出している中で、ベ
リサ ーブ においても、事 務 所 開 設 への 期 待 の言
葉をいただきました。

　 当 社はスポンサ ー の１社としてブースを出し、
立 ち寄られ た 参 加 者 の方々に、会 社 の 概 要とと
もに、テストプ ロセス診 断、テスト自 動 化 等 につ
いてご 説 明を行 いました。特 に自 動 化 に 対 する

Report

福 田 里 奈 氏 に よる ク ロ ー ジ ン グ セ ッシ ョン

2015 年10月9日　ソフトウェアテストシンポジウム2015 九州

&

JaSST' 15 Kyusyu

当 社 がプレミアムスポンサーとして協 賛したソフトウェアテストシンポジウム（ ＪａＳＳＴ、運 営：ソフト
ウェアテスト技 術 振 興 協 会（ ＡＳＴＥＲ））が 開 催されましたので、ご 報 告させていただきます。

富 士 通 九 州 Ｒ＆ Ｄ セ ン タ ー

参加レポート
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Report

ご 関 心 はど の 参 加 者 も 高 い こと が わ か りまし
た。

　 最 後に、九 州で 開 催され たＪａＳＳＴ、規 模こ
そ大きくはありませんでしたが、学 生や異 なる企

弊 社 ブ ース の 様 子

2015 年10月9日　ソフトウェアテストシンポジウム2015 九州

JaSST'15 Tokai
ソフトウェアテストシンポジウム2015 東海& 2015 年11月6日

JaSST' 15 Tokai
　 ＪａＳＳＴ’ １５  Ｋｙｕｓｈｕに 続 いて、ＪａＳ
ＳＴ’ １５  Ｔｏｋａｉが 2 015 年11 月6 日（ 金 ）、
刈 谷 市 総 合 文 化 センターにて 開 催され 、多くの
セッション が 開 催され る中、当 社 は 複 数 の セッ
ションに参 加し、当 社のテストサービスを発 表し
ました。

　 開 催され た 主 な セッション をご 紹 介します。
基 調 講 演 では、デバック工学 研 究 所 の松 尾 谷 徹
氏より「 テストから観た実 体 のモデリンングと実
装 構 造 の 評 価 　 〜  検 証 指 向 の 実 現 に 向 け て  

刈 谷 市 総 合 文 化 セ ン タ ー

業 に 所 属 するメンバーにより運 営 されて いる九
州ソフトウェア 勉 強 会 が 中 心となり、ソフトウェ
アテストの 課 題 に 取り組む 熱 意を強く感じた１
日でした。

〜」と題して、テスト視 点 からの 設 計・開 発 のア
プ ロー チ の 必 要 性 について、わ かりや すく説 明
されました。また、テストスキル の向 上には、うま
くいかない原 因をあれこれ 考えすぎるより、トラ
イ＆エラーを 繰り返 すほうが 有 効 であるとの 話
は、テストに携わる技 術 者に参 考となりました。

午 後 の セッション で は、フェリカネットワークス
の 植 月啓 次 氏より「 はじめてのコンクリックテス
ト 　 〜  基 本 原 理 から知るホワイトボックステス
トの 新 技 術とその 応 用  〜」をテ ーマとした 特 別

デ バック 工 学 研 究 所  松 尾 谷 氏 に よる 基 調 講 演
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ISTQB プラチナパートナーに認定されました
当社が ISTQB パートナープログラムにて、国内で最初の Platinum Partner
として認定されました。

※ ISTQB とは、ソフトウェア・テストに関する国際的な資格認定団体であり、
ソフトウェア・テストのプロフェッショナルを認定する資格を設けることで、
　ソフトウェア・テスト技術者の育成を図ることを目的として創設された団体です。

2015 年 10 月 13 日

ＪａＳＳＴ年間プレミアムスポンサーとして協賛しました
特定非営利活動法人ソフトウェアテスト技術振興協会（ASTER）が運営する JaSST （Japan Symposium on Software 
Testing）に、年間プレミアムスポンサーとして協賛いたしました。
JaSST は、ソフトウェア業界全体のテスト技術力の向上と普及を目指して ソフトウェアテスト分野の最新の研究発表や実践事例、
テスト技法やツールの活用事例など、ソフトウェアテストやソフトウェア品質マネジメントに
関する幅広い情報が得られる場として、2015 年 10 月からの１年間で全国８都市で開催されます。
　（http://jasst.jp/index.html ）

Report

講 演 、デ ンソー の岸 本 渉 氏より「 安 全 系 組 込ソ
フトウェア開発におけるユニットテストの効率性」をテーマ
とした事例発表、リコーＩＴソリューションズの鈴木三紀夫氏
より「意地悪漢字を使ってみよう　〜 テスト設計ワークショッ
プ 〜」をテーマとしたワークショップが、多数の参加者によ
り盛況に開催されました。

　当社は、検証サービスで製品やシステムの品質向上に
貢献することを掲げており、スポンサーセッションとポ
スターセッションで発表しました。

　スポンサーセッションでは、当社中部事業部の小川営
業部長より、会社概要をはじめ、製品開発の上流工程か
ら下流工程までのフルラインに対応したサービス内容、
幅広い分野・業種へのこれまでの実績、先進的なソフト
ウェア検証の有効性確認を行う技術研究活動への取り組
みを発表しました。

Report ｜　ＪａＳＳＴ ’１５ Ｋｙｕｓｈｕ　＆　ＪａＳＳＴ ’１５ Ｔｏｋａｉ　参加レポート

　また、ポスターセッションでは、テストにおける具体
的な課題解決の観点から、「仕様書検証サービス」と「テ
スト自動化サービス」をご紹介させていただきました。
上流工程からの品質の作り込みと自動化によるスピード
化、コスト削減の実現について、当社担当者よりご説明
を行い、多数の参加者の方にブースにお集まりいただき
ました。セッション終了時間まで、熱心に質問される参
加者の方の関心の高さを感じました。
　各セッションで様々なプログラムが組まれ、１００名
を超える参加者で盛り上がり、次回への期待が高まるシ
ンポジウムとなりました。

　最後に、安全で安心できる製品やシステムの品質向上
において、ソフトウェアテストの重要性を認識した九州、
東海でのＪａＳＳＴでした。

ポ ス タ ー セ ッシ ョン の 様 子ス ポ ン サ ー セ ッシ ョン に て 発 表 す る 小 川 営 業 部 長
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Report ｜　ミニセミナー　開催レポート

マーケティング部　豊本 奈美江

　 システム 開 発 が 大 規 模 化・複 雑 化している昨
今、テスト工 程 も比 例して膨 大 に なり、テスト自
動 化の導入を検 討されている企 業 が増えていま
す。そこで、当 社 独 自の テスト自 動 化 ノウハウを
皆 様 に共 有して 頂き、是 非 現 場でご 活 用いた だ
きたいという思いから、ミニセミナー「I t ' s  Au t
oma t i c !  自動 化は 成 功 する！」を開 催いたしま
した。募 集 参 加 数 を上 回るお申し込 みをいた だ
き、当日はお客 様による活発な質 疑 応答や、講 師
であるクラウド検 証サービス開 発 部 副部長 松木
晋祐との盛んなコミュニケーションも見られ 、大
変密度の濃いセミナーとなりました。

　  『 テスト自 動 化 を 成 功 さ せるには！』と題し、
講 師 自身 が 長 年 培 った自 動 化 や 検 証 の 経 験 を
踏 まえ、「 テスト自 動 化 」成 功 のノウハウを 説 明
し まし た。は じ め に、I S T Q B E x pe r t  L eve l： 
Te s t  Au tomat i on 向けシラバスから、テスト自
動 化 の７つ のアプ ロー チを挙 げ、特 に 最 近 話 題
となっているモデル ベースドテストなどの 特 徴を
説 明しました。またテスト自動 化においてどこま

で成 果 を出し 続 けられるか は、保 守と運 用 に か
かっていると強 調し、アイテムの 変 更による影 響
度合 等について説明しました。
　 次に、「テスト自動 化 の８原 則 α版（ テスト自
動 化 研 究会にて議 論中）」を紹介し、「手動テスト
はなくならない」、「 自動テストは書 いた事しかテ
ストしない」など、どの 現 場でも共 通 の原 則を列
挙し、テストの 根 幹となる考え方 であることを強
調しました。
　3 点目として、自 動 テスト 初 期 の 急 激 なコスト
上 昇を抑えるためのノウハウについて、あらかじ
めテスト自動 化することを見 据えたテスト設 計と
実 装 を心 がける事が 重 要 であることを強 調しま
した。その上で、ROI（ 投 資 対 効 果 ）を如 何 に 最
大 化 するか？についてポイントをいくつ か 挙 げ、
特に効果が 高いテストは「テスターがつまらない
テスト」つまり、テストデータが 膨 大 になったり、
複 雑になるものであると説明しました。
　 最 後 に、 『 計 量 し が た い 絶 大 な 導 入 効 果 と
は？』というテーマにて、自動 テストというインフ
ラが 整 備されている事で、開発 者 がデグレードな
どに怯えず、安心してソフトウェアを開発できるよ
うになる為、お 客 様 製 品 の革 新 速 度 向 上につな
がることを述べた上で、テスト自動 化を単なる「テ
スト自動 化システム」ではなく、 「Qua l i t y  I n t
e l l i gence」としてお 客 様 に提 供していきたい、
と意気 込みを述べました。

　今 回お客 様により、現 場で 使えるノウハウが 凝
縮され たセミナーだったとの感 想を頂きました。
今 後もお 客 様 に有用な セミナーを継 続して参り
ますので、皆様も是非ご参加下さい。
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技術開発部　二井 誠

クラウドと検証サービスの
あるべき姿とは？

クラウド・コンピューティング　最終回

は じ め に
　
　 最 終 回 は 、こ れ か ら の ク ラ ウド を 考 え 、そ
の ため の 検 証 サ ービ スの あ る べ き 姿 を 考 えて
み た いと 思 いま す。コンピュー タ 技 術 は 、図 - 1
のように 、今 か ら 5 0 年くらい の 間 に 何 度 も 革
新 を 繰 り 返 し な が ら 進 化 し 、そ れ と 共 に 社 会
へ の 利 用 規 模 や 形 態 が 、飛 躍 的 に 拡 大して き
ました 。

トラ ン ジ ス タ か ら 始 ま っ た 半 導 体 の ハ ー ド
ウェア 技 術 革 新 は 、マル チコア C P U か ら 仮 想
化 機 能 を 内 蔵 し た 仮 想 マ シ ン 対 応 C P U とな
り、クラウドの 時 代 に なりまし た 。普 及コア 数

は 、４ → ８ に な り つ つ あ りま す が 、2 0 14 年 4
月にフランスの K A L R A Y 社 が 2 5 6 コア C P U
を 発 表 して おり、組 込 用 C P U として 開 発 キッ
トも 提 供 を 始 めて い るようで す。アメリカの シ
リコンバ レ ー で は 、3 年 前 に 2 5 6 コア の C P U
が 発 表 されて おり、軍 事 用 等 で は 研 究 が 進 ん
で い ま す が 、そ の 成 果 が そろ そろ 民 間 に 降 り
てくるでしょう。ハ ードディスク だった ストレ ー
ジ の 世 界 は 、今 やメモリー（ S S D ）に なりまし
た 。E M C 社 の 最 近 の ストレ ー ジ は 、クラウド
とファイバ ー が 前 提とな って います。

ハ ード ウェア 技 術 に 追 従して、ソフトウェア 技
術 革 新 が 自 動 車 業 界 を 中 心 に 進 行 して い ま
す。

図 - 1  コ ン ピ ュー タ 技 術 変 遷 の 概 要
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クラウドと検証サービスの
あるべき姿とは？

Makoto Nii

自動 車 用ソフトウェア開 発 の革命

　 自 動 車 の 燃 料 噴 射 制 御 装 置
( E F I ) か ら 始 ま っ た E C U ( E l e
c t r i c  C o n t r o l  U n i t ) の ソ フ
トウェア 開 発 は 、ブ レ ー キ やエア
バッグ、パ ワーウィンド ウなど、各
電 動 制 御 が コンピュー タ 制 御 に
なり、そ の た め の E C U が 高 級 車
で は 、10 0 個 を 超 えるようにな っ
て きました 。そして、車 内 L A N ( C
A N ) が 規 格 化 され 、最 近 で は E t
h e r n e t も 導 入 さ れ つ つ あ り ま
す。自 動 車 用 E C U は 、家 電 製 品
の 組 込 み マイコンと 基 本 的 に は
同じ原 理 で す が 、要 求 され る品 質
レ ベ ル が 、人 命 に か か わるという
ことで 大 変 厳 しく、メーカ ー も 実
車 や 試 作 車 で 長 時 間 の テストを
実 施して いま す が 、開 発 するソフ
トウェア の 量 も 急 激 に 膨 張 して、
テスト の 負 担 が 非 常 に 大 きくな
り、問 題 とな って いま す。そこで、
現 状 の やり方 を 変 えて いこうとい
う計 画 が 進 んで いま す ( 図 - 2 参
照 ) 。その 具 体 的 解 決 策 は 、シミュ
レ ー シ ョン 技 術 で す。プ ログ ラム 開 発 環 境 で
は 、デバッガ を 使 ってデバッグ しま す が 、そ れ
と同じように 制 御 対 象 ハードウェアの セン サ ー
か ら の 信 号 や 周 辺 E C U との 通 信 をS i m l i n k
などの 数 学 モ デルツールなど で モ デ リング し、
C P U の 動 作 もシミュレ ーション 環 境 を 構 築し
て確 認 できるようにすることで、ソフトウェア 設
計 の 品 質 を 大 幅 に 向 上 さ せ、Q C D ( 品 質 ＋コ
スト＋ 納 期 ) を 改 善しようという計 画 で す。( 図
- 3 参 照 )

これ か らの 検 証 サ ービ スとは

　図 -3 を見ていただくとおわかりのように、V 字の右
半分は短縮されています。そして設計工程の中に組み
込まれています。検証自体は単純化されますが、一方で、

シミュレータ知識、モデル設計知識を要求される検証
エンジニアが求められます。また、設計段階の検証で
大切なのは、設計を逸脱するリスクです。仕様書とモ
デルを対比して細部を検証するだけでなく、利用者の
環境や前提条件の範囲、利用者が間違えやすい操作の
分析など、さまざまな観点でモデルや仕様書をチェッ
クすることが重要です。
　
　複数回にわたりご紹介させていただきましたが、説
明不十分な内容ばかりで、いろいろ疑問点をお持ちの
ことと思います。この連載から、業務を超えた世界に
も目を向ける切掛けになれば幸いです。
　
　最後までお読みいただき、
ありがとうございました。

図 - 2  自 動 車 用 組 込 みソ フトウェ ア 開 発 の 仮 想 化
（ 仮 想 マイコ ン 応 用 推 進 協 議 会 2 0 1 4 / 1/ 2 4 資 料 より）

図 - 3  自 動 車 用 組 込 みソ フトウェ ア 開 発 の 新 た な 流 れ
（ 仮 想 マイコ ン 応 用 推 進 協 議 会 2 0 1 4 / 1/ 2 4 資 料 より）
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弊 社 で は 会 社 設 立 以 来 、品 質 改 善 の 実 現 を 目 的 と し た セ ミ ナ ー を 毎 年 開 催 し て お り ま す 。
本 年 （ ２ ０ １ ５ 年 ）も 、昨 年 に 引 き 続 き 『 品 質 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 追 求 』と 題 し 、
ソ フ ト ウ ェ ア の 高 い 品 質 を 維 持 ・追 求 す る シ ン ポ ジ ウ ム を 東 京 大 学 と 共 同 で 開 催 い た し ま す 。
産 学 に お い て 第 一 線 で 活 躍 さ れ て い る 講 演 者 に よ る 講 演 と と も に 、展 示 ブ ー ス に お い て は
弊 社 の 品 質 向 上 サ ー ビ ス を ご 紹 介 い た し ま す 。
受 講 は 無 料 で す の で 、皆 様 ふ る っ て ご 参 加 下 さ い 。

日 時
2015 年
12 月2 日（水）

場 所 東 京大学
安 田 講 堂 ・伊 藤 国 学 術 セ ン タ ー ・
伊 藤 謝 恩 ホ ー ル ・情 報 学 環 ・福 武 ホ ー ル

受 講
無 料

基 調
講 演

IoT(Internet of Things) の
可能性と課題

東京大学大学院 情報学環 教授

坂村　健 氏

h t t p : / / w w w . v e r i s e r v e . c o . j p / e v e n t _ s e m i n a r / 2 0 1 5 / s y m p o s i u m 2 0 1 5 . h t m l

東 京 大 学 大 学 院 情 報 学 環 教 授 、ユ ビ キ タ ス 情 報 社 会 基 盤 研 究 セ ン タ ー 長  工 学 博 士 。
1 9 5 1 年     東 京 生 ま れ 。
1 9 8 4 年     コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャ T R O N を 構 築 。
2 0 0 2 年     1 月 よ り Y R P ユ ビ キ タ ス ・ネ ッ ト ワ ー キ ン グ 研 究 所 長 を 兼 任 。
2 0 1 5 年     I T U ( 国 際 電 気 通 信 連 合 ) 創 設 １ ５ ０ 周 年 を 記 念 し て 、
　 　 　 　 　 情 報 通 信 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 、促 進 、発 展 を 通 じ て 、世 界 中 の 人 々 の
　 　 　 　 　 生 活 向 上 に 多 大 な 功 績 の あ っ た 世 界 の 6 人 の 中 の 一 人 と し て 選 ば れ る 。

略
歴

他 、多 数 の 講 演 を 開 催！
■特別 講 演  独 立行政 法 人 情 報 処 理 推 進 機 構 技 術 本部 ソフトウェア高信 頼化センター（SEC）所 長 :  松本 隆明 氏
ソニー 株 式 会 社 :  金 田  富美 子  氏・根本  強 一  氏 、　 ヤフー 株 式 会 社： 山口  鉄 平  氏 、　 G E ヘルスケア・ジャパン 株 式 会 社：大 村  和 元  氏 、 
A N A ビジネスソリューション 株 式 会 社： 富 田  典 明  氏 、　 株 式 会 社エクシング： 北 村  秀 仁  氏 、　 東 京 大 学 大 学 院： 堀  洋 一  氏 、 
株 式 会 社 ティージー 情 報ネットワーク： 小 室  孝 晋  氏・前 川  卓也  氏 、　 マツダ 株 式 会 社： 今 田  道 宏  氏 、　 広 島 大 学 大 学 院：岡 村  寛 之   他



品 質のスペ シャリスト集 団

３０年 以 上 に わたり、
ソフトウェア 検 証で 品 質 向 上 に 貢 献して います。

仕 様 などの 要 求 事 項 が 満 たされて い るか を 評 価 する「 V e r i f i c a t i o n」と、
機 能 や 性 能 が 本 来 意 図 され た 用 途 や 目 的 に合 って い るか を 評 価 する「 V a l i d a t i o n」。
当 社 の 社 名 に はこの 2 つ の「 V」を 提 供 する（ S e r v i c e ）という 想 い が
込 めら れて いま す。

h t t p : / / w w w. v e r i s e r v e . c o . j p /
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